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奈良文化財研究所 

 

全国遺跡報告総覧の英語自動検索機能公開のお知らせ 

 

１、英語自動検索機能の概要 

(１)機能公開 

日 時：2016 年8 月24日（水）より公開 

ＵＲＬ（全国遺跡報告総覧 英語版）：http://sitereports.nabunken.go.jp/en 

 (２)機能の概要 

・全国遺跡報告総覧の英語検索画面にて、英語の考古学用語を検索ワードとした場合、日本語の考古学

用語に自動変換したうえで、類語を含めて検索 

・システム内部に日英の和英対照の考古学用語（5426 用語）と日本語の類語を保持しており、自動検索

に使用 

 

２、経緯と期待される効果 

  【経緯（現状の課題）】 

・日本では埋蔵文化財行政の着実な推進によって、膨大な発掘調査報告書（以下、発掘報告書）が発行され、

長年にわたる日本考古学の研究蓄積があります。しかし、発掘報告書は、発行部数が少なく海外の図書館

にはほとんど収蔵されていません。 

・日本の発掘報告書を閲覧するには、日本語の習得が必要になりますが、海外の利用者の日本語習熟レベル

は様々です。 

【期待される効果】 

・今回の自動翻訳機能によって、日本語の考古学用語を知っていない場合でも、英語で日本の発掘報告書を

調べることが可能になります。 

・海外に向けた日本考古学の成果発信に一助となります。 

 →日本研究に興味がある海外の利用者に、より手軽に発掘調査報告書を閲覧できる環境となります 

  ※今後、和英対照の考古学用語の拡充や機能改善などに努めてまいります。 

 

【参考情報】 

・全国遺跡報告総覧 

 「全国遺跡報告総覧」は、埋蔵文化財の発掘調査報告書を全文電子化して、インターネット上で検索・

閲覧できるようにした“電子書庫”です。「総覧」は、全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクトによって構

築された遺跡資料リポジトリ・システムとコンテンツを国立文化財機構 奈良文化財研究所が引き継ぎ、運

用しているものです。現在の全国遺跡報告総覧プロジェクトの参加機関や収録報告書の発行機関の一覧は

別添資料です。 

 貴重な学術資料でありながら、流通範囲が限られ一般に利用しづらい報告書をインターネット上で公開

することで、必要とする人が誰でも手軽に調査・研究や教育に利用できる環境の構築を目指しています。 

 現在、全国の大学や自治体等の 342 機関の報告書類 16859 件を収録しています（2016 年 8 月 22 日時

点）。PDF ページ数 1,984,186、収録文字数 1,315,014,113 と膨大なデータを保持しています。 

 

 

お問い合わせ先  奈良文化財研究所企画調整部 高田祐一  ℡ 0742-30-6711  Mail ytakata@nabunken.go.jp 



画面サンプル ※公開前に変更になる可能性があります。 

    

剥片を意味する「flake」

で検索 

剥片・フレーク等に自動変換

し、検索を実行 

（意味を広くしています） 


